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1．は じ め に

　 日本 で は 阪神淡路大震災以降、自然 災害 に 対す る 危

機管理意識は国 レ ベ ル で 見れば確実に高ま っ て い る と

い えよ う。しか し個人 レベ ル で 見た とき、果た して そ

うで あ る とい えるで あ ろ うか。災害は頻繁に起こ る も

の で は な い 事 も あ り、人 々 の 災害 に 対す る意識は時間

の 経過 とともに薄れ て ゆく。そ して新たな災害に 突然

遭遇 した とき、人 々 はそ の 意識を急速に高め、不十分

で あ っ た対策 を反省する。こ の 繰 り返 し を断ち切るに

は、災害に対する防災意識を継続する こ との 必要性 を

我 々 は個人 レ ベ ル で 認識 しなければな らない
。 しか し、

現状 で は 意識 を継続 させ る 事の で き る充実 し た仕組 み

がな い 。

　現在 の 防 災対策や防災情報に着目 した とき、近年の

ブ ロ
ー ドバ ン ドの 急速な普及 と共に、WEB で の 防災

情報 の 提供拡 大は見逃せ な い
。 行政をは じめ防災関連

の 民間企 業や ボ ラ ン テ ィ ア 団体などを中心 と して 拡大

して い る。また、提供対 象 も そ れ ぞ れ の 目 的 に応 じて

幅広 い 。しか し、提供側 の 多くは行政で あ り、利用側

は上記で述べ た社会的背 景か らも個人利用 が望まれる。

そ こ で 、本稿 にお い て は提供側を行政に、利用側を個

人 に絞っ た 。 さらに 、未経験の 事態で あ る 自然災害に

備え る に は、まずは 自分 の 周り の 対策を確認する事が

防災の 第
一
歩で あ る こ と か ら も、比較的簡単に 問題解

決の 動機付けが で き る WEB 上 の 防災チ ェ ッ ク リス ト

に着 目 した。 本稿 で は これ ら社会的背景を意識 した上

で 、個人が必要な情報 に 基 づ い て 防災対策 を行える仕

組 み を提案するため に 、チ ヱ ッ ク リス トに 関す る現状

把握 と 分析
・考察す る こ と を 目的 とす る。

　まず チ ェ ッ ク リス トを扱 うプ ラ ッ トフ ォ
ーム と し て

WEB を利用す る こ との 意義 とチ ェ ッ ク リス トの 基本

性質 と意義 にっ い て 述 べ る、，そ の 後 に 日本における大

まか な現状 を把握す る た め の 調 査 結果を示 した後、分

析結果を整理 し問題点につ い て 述べ る。最後 に 分析を

ふ まえて考察し、チ ェ ッ ク リス トの 個人利用 をさらに

便利 に するため の ア イデ ア を提案する 。

2．導入

2．1 防災情報の 脚田 利用の意鵜

　以下の イ ン ターネ ッ トの 代表的な特徴 か ら、防 災情

報を WEB で扱 うこ との意義を述べ る。

　  個人が大 量の 情報を収集で き る効率性

　  情報の 更新 に 比 較的簡単に 対応で き る即応性

　  メ
ー

ル や CGI な どの イ ン タ ラ ク テ ィ ブ性

　  紙や印刷経費の 削減など の 経済性

　最近は気象情報な どの リアル タイ ム 情報や 専門性 の

高 い 情報もイ ン タ
ー

ネ ッ トで個人が簡単に 入 手 で きる。

  の よ うに 個人 が情報を収集する とい う面 に お い て 、

イ ン タ
ー

ネ ッ トの 利用 は 非常 に 優 れ た 性 質 を 持 っ て い

る点で利用意義が ある。

　また、チ ェ ッ ク リス トや防災マ ニ ュ ア ル は，災害訓

練 の 反省や必要物品の 変更 、さらに は 時間経過や 時代

背景などに 基づ い て フ レ キ シ ブル に 改正 されなければ

な らな い
。

WEB を利用 した運用は ，これ らの 変更 に

比較的容易 に 対応 で き る点 で優れ て い る。ま た紙媒体

とは違い 更新の 際発生する印刷などの 必要経費が 大幅

削減で きる こ とも大きなメ リッ トで ある。これ らは  、

  を満た して い る点 で 意義が ある．

　そ して イ ン タ
ー

ネ ッ トの 最大 の 利点 ともい え る   の

ようなイ ン タ ラ ク テ ィ ブ性 は 安否確認 シ ス テ ム や GIS

な どで CGI を利用 した もの が若干存在するが 、防災情

報に お い て は 十分に 活用され て い ない 。今後防災分野

に お い て こ の 特徴を生 か す こ とは意義深 い もの で ある。
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2．2　チ ェ ッ ク リス トの 基本性質と意義

　現在、世 の 中 に は チ ェ ッ ク リス トと呼ばれ る もの が

様々 な形式 で 存在す る e
一

般的 に は 項 目の 有無 や 是非

をチ ェ ッ ク す る 単純な もの が多い が、例え ば車の パ ン

フ レ ッ トの よ うに 他製品 との 機能 比 較を項 目別 に チ ェ

ッ ク して い るもの や、病院の 問診票の よ うに、程度や

頻度 に よっ て 段階別 で チ ェ ッ ク を人れ る チ ェ ッ ク リス

トもあ る 。 また
、 企業な どで 問題解決 を 行 う場合 に チ

ェ ッ ク リ ス トが 用 い られ る 場合もあ る。

　評価方法 も多様 で、各チ ェ ッ ク項目の 評価を
一．・
覧表

化 し、グ ラ フ 化する こ とな どに よっ て 達成度を浮き彫

りに す るもの や、点数化す る こ とで 達成度 を示す もの

もある 。

　チ ェ ッ ク リス トの 本質的 な 性 質は、チ ェ ッ ク を入 れ

る こ とで 個人 の 個性や感情に とらわれ ず、客観的評価

が で き る こ とで あ る。また、チ ェ ッ ク リ ス トに チ ¢ ッ

ク を入れ た だけで は 問題解決はで きない とい う性質上

の 限界は あ る が 、現状把握をした上で 、問題解決 をす

る た め の 動 機 付 け が で き る 特徴 を利用す る こ とは 防災

チ ェ ソ クリス トにお い て も大きな意義を持 つ 、，

わが蜜の紘災デ：【 ックシ
ー
宀

　    ・  を満 たす が チ ェ ッ ク ボ ッ ク ス が な い もの

（調査 対 象 の 設 定）

調 査範囲

・全国 47 都道府県の防災 HP （47 件）

・全国 46 県庁所在地 の 防災 HP （46 件）

・カ リフ ォ ル ニ ア 州の HP

調 査 項 目

・チ ェ ッ ク リス トの 有無

・チ ェ ッ ク リ ス トの 内容項 目

・チ ェ ッ ク リス トの 提供方法

予備調査

　次 の 約 400 件 を今回 の 予備調 査 の 対象 と した。

・ア メ リカ を 中心 と した海外 の 防災関連 HP

・ライ フ ライ ン 関係 HP （電気 ・ガ ス ・水道など）

・防災関連の 企業 HP

・検索 エ ン ジン google で
”

防災 チ ェ ッ ク リス ト
”
、

　
”

チ ェ ッ ク リス ト
”
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ワ
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図 1　 防災 チ ェ ッ ク リス ト倒 　 〔長 野県）

3．調査結果に基づ く現状把握 と分析

3、　1 調査

（調査条件 の 設定）

　今回の 調査 で は、以下の よ うな条件を満た した もの

を防災チ ェ ッ ク リス トと見 なす。

　  チ ェ ッ ク を入 れ る こ とに よ り 、項 目 に 対 して の 到

　　達 の 是非や対策 ・対応 の 有無 が 明 らか に なるもの

　  防災とい う観点か らも、災害発生ポイ ン ト以前 に

　　対策が で きる 内容 の もの

3．2 チ ェ ッ クリス トの 特徴分析と整理

（1） チ ェ ッ ク リス トの 有無

　チ ェ ッ ク リス トをタイ プ 別に分け て 分析して みた。

・タイ プ 1　チ ェ ッ ク リス トと明記 して ありチ ェ ッ ク

　 　　　　 ボ ッ ク ス が 存在 し内容 も充実 して い る もの

・タ イプ 2 　タ イプ 1 と 同等で あ るがチ ェ ッ クボ ッ ク

　 　　　　　ス が 無 い もの

・タイプ 3 　チ ェ ッ ク ボ ソ クス は無 く、若干内容の 改

　　　　　 善を行 うだ け で チ ェ ソ ク リス トに な り

　 　　　　　うる情 報を提供 し て い る もの

チ

　 　 　 図 2 　 タ イ プ 別 チ ェ ッ ク リス トの 有 無

充 実 した チ ェ ッ ク リス ト （タ イ プ 1 ，2 ） は 全体の
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2 割 に も満たな い
。 そ の 特徴を調 べ る と、か つ て大規

模な災害を経験 した 地域、あ るい は 今現在東海地震 な

どの よ うに危険性 が 叫ば れ て い る地域 が 大半を しめ る

こ とが 分 か っ た。

（2 ） 内容項 目

　 チ ェ ッ ク リ ス トが 存在す る 54 件 を対象に内容項 目

を調べ た。

一
一一一『一’一「’1一幽tt」

　
一一．一一一一一．一一

　
．一

　 　 　 　 　 図 3　 チ ェ ッ ク リス トの 内客別比較

　非常持 ち出 し品に関す る物は 52 件に達するが 、 当

然考 え られ る内容 で あ り、例えば 「家具を壁 に 密着 さ

せ 固定する ； とい う項 目の ように 事前に 対策が 可 能な

内容を リス ト化 して い る の は 、チ ェ ッ ク リス トが存在

する 54 件の うち 17 件に と ど まっ て い る。

（3）提供 方法

　CGI な どの 利用 に より双 方 向性を意識 したチ ェ ソ

ク リ ス トを提供し て い る 自治体は 無 い 。PDF 形式 で の

提供は 10 件で 、残り はすべ て HTML 形式 で の 提供

で あ っ た。い ずれ も印刷利用 で ある。

　今 回 の 調査 で チ ェ ッ ク リス トが存在 しなか っ たサイ

トは 全体の 42 ％ の 39 件に 上 る こ とが 明 らか に な っ

た。そ の 割合 の 多さか ら も、こ れ らの 自治体は他に ど

の よ うな内容 が 提供 して い るか を調査 した 。結果を簡

単にま とめ る。

・39 件中 15 件 は 防災情報や そ れに 準ず る情報が無 い

・残 り の 24 件の 内容は 地震 ・水害 ・
士砂 災害 ・火災

　に 関す る心 得 や 行 動 の ポイ ン トを 示 した 物 が 大半 を

　占め る

　災害前の 具体的な対策を示す構成にはなっ て お らず、

災害時や災害後 の 対応 を簡単に示 して い る自治体 の ほ

うが多い よ うで ある。内容 も防災 とい う観点か ら見 る

と偏 りが あ る よ うに 見え る もの が多い
。

3．3 汎用性の 高い事例の分析

　調査 した 中か ら、汎用性 の 高い 充実 したチ ェ ッ ク リ

ス トを提供 して い る事例 として 、カ リフ ォ ル ニ ア州 と

横浜市を取 りあげ る 。 両者に 共通 して い える こ とは、

チ ェ ッ ク項 目 の 量、質共 に 充実 して い る こ とで ある。

またチ ェ ソ ク リス トとマ ニ ュ ア ル を それ ぞ れ の 方法 で

効率的 に リン ク する仕組み を作り上げて い る こ とであ

る。提供方法は PDF 形式や HTML 形式 で あ る ため両

者 とも印刷 して 出力す る 。

（カ リフ ォ ル ニ ア 州 の 地震対策チ ェ ッ ク リス ト）

概要と特徴

　 目的や対象別 を細か く設定す る こ とで 、立 場 の 違 い

や 目的の 違 い か ら防災が で きる仕組み に な っ て い る 。

対象は、高齢者 ・ペ ッ トオーナ ー ・身体障害者 ・
子供

を持 つ 親 ・ア パ ー
トな どの オ ー

ナ
ー・学校 関 係 者 な ど

で 分け て あ る 。そ の 上 で Befbre　An 　Earthquake （チ

ェ ッ ク リス ト形式）、During　An 　Earthquake ・　After

An 　Earthquake （箇条書きの マ ニ ュ ア ル 形式） の 各 フ

ェ
ーズ 別 で 対策が明記して あ る 。 また 、非常持ち出 し

品 の 確認 ・家具対策 ・家族対策 ・自主防災組織結成 と

い っ た 目的別 の チ ェ ッ ク リス トも充実して い る。それ

ぞれ の 立場で 地震発 生前に 行 うべ き対策をチ ェ ッ ク し

た上で、地震発生後 に とるべ き行動を同時に把握 で き

るメ リッ トがあ る。

（横浜 市 の 我が家 の 危機管理 マ ニ ュ ア ル ）

概要と特徴

　非常持出品や我が家の 安全 チ ェ ッ ク とい っ たタイ ト

ル 別 で 9 種類 の チ ＝ ッ ク リス トが提供され て い る。さ

らにチ ェ ッ ク した項 目に対 して の 具体的な対策方法や

行動 の 指針な ど を、リ ン ク を た どるこ とによ っ て 確認

す る こ とが で き る仕組 み に な っ て い る。ま た、マ ニ ュ

ア ル も災害種別 に分け て 明記 して ある。情報量的には

他の 自治体に 比 べ て か なり多く充実して い るとい える

が 、それ故 に す べ て に 目を通す に は時間 を要する。
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4．考察 とア イデ ア の提案

　以 上 の 分析 の 結果、現在の 防災チ ェ ッ ク リス トの 大

半は、機 能的にみ て個人が 必 要な情報 に 基づ い て 防災

対策を行え る仕組 み を提供 して い る 自治体 は少な い こ

とが 分 か っ た。そ して 、予備調査 や横浜市 ・カ リフ ォ

ル ニ ア の 事例か ら は チ ェ ッ ク リス トは単独 で の 利用 よ

り、防災マ ニ ュ ア ル や 他 の 付加情報 とをあわせ た形 で

利用す る こ とによ り、具体的な対策や 問題解決 に有効

性が あ る こ とが分か っ た。

　 ま た ユ ーザイ ン タ
ー

フ ェ
ース 面 で の 改善の 必要性 も

浮 き彫 りに な っ た。各 自治体な どは総務課や消防課 と

い っ た よ うに担当する部署 が 分 か れ て い る こ とが ほ と

ん どで あるた め 、提供側は それぞれ の 立 場でWEB 防

災情報を提供 して い る。そ の た め 防災情報への 入 り口

は …つ で あ っ て も中で コ ン テ ン ツ が 分 散 して い る こ と

が 多い た め、結果的 に 利用者 の 立場 で 考えた とき、．非

常 に 使い に くい コ ン テ ン ツ にな っ て し まう，、この 問題

を解 決す るに は 現在の HTML をベ ース と した WEB

防災情報 の 提供構造 に も注 目す る 必 要 が ある。

　各 自治体 とも トッ プ ダウン 的な要素 の 強い 各 シ ス テ

ム の 整備 に 関 し て は 力を入 れ て 進 めて い る。しか し、

一
方で は 個人が防災対策をする上で の ツ

ー
ル があまり

充実 して い ない 現状が明 らかにな っ た。本当に役に 立

っ チ ェ ッ ク リス トと して機能す る に は、地域や個人 の

特性 に 合わせ て チ ェ ッ ク項 目を さらに 具体化す るほ か 、

よ り多くの 人 に 利用 し て も ら うた め の 運 用 面 で の 工 夫

も同時 に 求め られ る。

図 4　 シス テム イ メ
ー

ジ

　最後 に 、防災対策をす る とき に チ ェ ッ ク リス トを 用

い て 防災情報 を 個人 用 に カ ス タ マ イ ズする 仕組み と し

て 図 4 の よ うな シ ス テ ム の イ メ
ージ を提案す る。

　個人が 自分 に関す る情報を入力す る と、 そ の 情報よ

りチ ェ ッ ク リ ス トを自動生成す る。さらに そ の チ ェ ッ

クリス トに チ x ッ ク を入 れ て 出力す る と、そ の 内容 に

応 じた マ ニ ュ ア ル が 提 供 され る仕組 み で あ る。

5．おわ りに

　本稿で は、個人 が 防災対策を行 うツ
ー

ル と して 、行

政側 が提供す るチ ェ ッ ク リス トに焦点を絞 り、現状把

握
・
分析 を 通 し て現状と有効性 を考察 した。社会的背

景か ら見 て も、日本 に お け る 自然災害に 対する防災対

策は ますます活発化するこ とが 予想され る ため、現時

点 に お い て チ ェ ッ ク リス トを は じめとする ツ
ー

ル を個

人 レ ベ ル で 有効活用 し、防災対策に役立て る こ とは意

義あ るもの と考え る 。

　今後 は 本稿で 提案し た ア イデア をベ ー
ス に チ ェ ッ ク

リス トを利用 して 個人 が 適切 な防災情報 を必要に応 じ

て 取 り出 し、情報や対策をカ ス タマ イ ズ す る こ とが で

きる シ ス テ ム の 研究 を進 め て行 きた い 、課題 は 、調査

と平行 して 試作シ ス テ ム を作 り、適切な フ ィ
ー

ル ドで

の 実験 ・評価 を実施する こ と で ある 。 将来的 に は シ ス

テ ム 運用 面に お け る問題 点 を解 決 す る こ と に よ り、防

災 に 対す る 個人意識 の 向 上 をはか る役割と して も期待

で き る と考え る。
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